
コンクリート打継ぎ⾯処理剤

ジョイントエースＪＡ－４０

この資料に記載した事項は、十分検討の上でのものですが、実際の生産現場でご使用いただく折は、ご需要家各位様の実状に即した、入念な検討吟味の上ご採用
頂きますようお願い申し上げます。また、これらのデータを使用して得た結果及び特許上の問題については、その責を負いかねますので、ご承知おき下さい。
ご使用に当たっては、SDSをご参照下さい。



特 長

■ 旧コンクリートの打継ぎ⾯に散布するだけで、レイタンス処理（グリーンカット）
工法と同等以上の打継ぎ性能が得られます。

■ 新コンクリート打設の前処理が不要で、スラッジ⽔等の副産物が発⽣しません。

■ 現場において安定した打継ぎ性能が出ます（ヒューマンエラーを低減します）。

■ 鉄筋との付着性を阻害しませんから、鉄筋密度の⾼い箇所でも使⽤可能です。

項 目 規 格

外観（２５℃、原液） 乳白色液体
粘度（２５℃、原液） ４〜１００ｍＰａ・ｓ
ｐＨ（２５℃、原液） ７．０〜９．０
比重（２５℃、原液） １．０３〜１．０７

蒸発残分 （％） ３９．０〜４１．０

■ １８ｋｇ石油缶

性 状

荷 姿

標準的な使⽤状況
ジョイントエース散布前 ジョイントエース散布後ジョイントエース散布

（ブリーディング終了時）

■ アクリル樹脂を主成分としているため、膜養⽣剤としての効果もあります。



■ ジョイントエースによる打継ぎ処理の標準施工⼿順は以下の通りです。
（詳しくは別紙 「標準施工⼿順」 をご参照下さい）

① ブリーディング水の除去
旧コンクリートのブリーディング⽔の発⽣がほぼ終了した頃
に、布、スポンジ等で上部のブリーディング⽔を除去する。

②ジョイントエースの散布・塗布
打継ぎ⾯に散布器等を⽤い、ジョイントエースを原液で
３００g/m２程度（１８ｋｇ缶で約６０ｍ２）※散布する。
※ジョイントエースの過剰散布は表面皮膜による打継ぎ性能低下の
要因となるため散布量は２００～４００ｇ／ｍ２の範囲で管理する。
また、散布後３０～６０分経過後、表面にジョイントエースの白濁液
が残っている場合、必ずウエス等で拭取りを行う。

■ ジョイントエース使⽤時︓
・呼び強度４０N/mm2以上※1あるいはノンブリーディングコンクリート※2の配合では

ジョイントエースの浸透が阻害される場合がありますので、事前に浸透性を検討し
て下さい（検討⽅法については「ジョイントエース簡易浸透性確認試験⽅法」を参
照して下さい）。
※1︓W/C:40%以下、※2︓単位⽔量165kg/m3以下の配合を目安にして下さい。

・強風や直射日光等の気象条件等により、翌日のコンクリート表⾯に成膜が確認され
た場合（下写真参照）は直ちに膜を除去して下さい。
（その後の処理については「施工確認⽅法」を参照して下さい）

・レイタンス処理（グリーンカット）に比べ剪断⼒が低下する傾向にありますので、
無筋コンクリートでの使⽤の際は事前に確認を⾏ってください。

③ 養 生
薬液が⾬⽔等により流出しないようにシート等で⾬養⽣を
⾏う。

④ 新コンクリートの打設
通常の打設⽅法により新コンクリートを打設する。
（気温２０℃で２４時間以上置いてから新コンクリートを

打設して下さい。室内試験では打継ぎ期間が４カ月まで
は問題ないことを確認しております）

標準施工要領

■ 取扱い︓⽪膚、粘膜に触れたり、眼に⼊らないようにして下さい。

■ 保管︓
・直射日光を避け、０〜４０℃で保管して下さい。
・使⽤後の残液は缶を密封して保管して下さい。

注意事項



エコケミカル事業部
〒111-8644 東京都台東区蔵前1-3-28
TEL 03-6739-9033 FAX 03-6739-9761

取扱店

S22-2.23.04

性 能

【１】 耐久性（耐中性化）

【２】 打継ぎ部の曲げ強度

【３】 水密性

無 処 理

レイタンス処理

ジョイントエース

無 処 理

レイタンス処理

図-1 打継ぎ部分の曲げ強度比（若材齢打継ぎ） 図-2 打継ぎ部分の曲げ強度比（一般材齢打継ぎ）

＊） 当製品は防水材ではございません。
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